
解 答
エ オ オ ウ ア ウ ア ウ ウ宗 唄 欝 蔚 鰻 姥 厩 浦 瓜 閏

おしべ ア 自花（自家） ウ オ エ就 唄 欝 蔚 鰻 姥 厩

イ ３.２ ３７ １.９ オ ２.２ ３１.９州 唄 欝 蔚 鰻 姥 厩 浦

２ １８ Ａ Ｃ・Ｅ Ｂ，Ｃ，Ｄ 空気中に逃げ出す。修 唄 欝 蔚 鰻 姥 厩

オ ア イ イ ウ ウ愁 唄 欝 蔚 鰻 姥 厩

解 説

（か ・ き）は残った固体の重さが変わらないので，水溶液の中では塩酸が残っています （お）は，ちょう州 唄 ）（ 。

ど完全中和したか，あるいは，塩酸が残っているかを判断する必要があります （い ・ う）を比べると塩酸が。 ）（

１０ 増えると残った固体が０.４ｇ（３.８－３.４）増えています。同様に（え ・ お）を比べた場合，塩酸安 ）（

が１０ 増えているにもかかわらず残った固体は０.２８ｇ（ -４.４）しか増えていません。したがって，安 ４.６８

（お）は完全中和を過ぎて塩酸が残っている状態なので酸性を示し，ＢＴＢ液は黄色に変化します。

１０００ 中に８０ｇの水酸化ナトリウムがとけているので，４０ 中には３.２ｇ（８０× ）とけ欝 安 安
１０００

４０

ていることになります。

から（え）と（お）の間に完全中和する点があります。塩酸が１０ 増え，その全てが中和すると塩化ナト蔚 唄 安

リウム（食塩）が０.４ｇ増えることになります。０.２８ｇ塩化ナトリウムが増えるために必要な塩酸の量は７

（１０× ）とわかります （え）よりも７ 多い３７ が４０ の水酸化ナトリウム水溶液を完全中和安 安 安 安。
０.４

０.２８

する塩酸の量になります。

加えられた塩酸が１５ なので （う）では水酸化ナトリウム水溶液４０ のうち が中和されています。鰻 安 安，
３７
１５

したがって，中和されていない水酸化ナトリウム水溶液は，４０ のうち （１－ ）となります。水酸化安
３７
２２

３７
１５

ナトリウム水溶液４０ 中に含まれる水酸化ナトリウムの量は で，求めた３.２ｇなので残っている水酸化ナ安 欝

トリウムの量は１.９ｇ（３.２× ）です。
３７
２２

（か）で，残った固体の全てが塩化ナトリウムなので，立方体の結晶が見られます。姥

アンモニアも塩酸も溶質が気体なので（け）で残った固体は全て中和でできた塩化アンモニウムであることが厩

わかります （く）では（け）の半分の塩酸が加えられているので，中和でできる塩化アンモニウムの量も半分。

の２.２ｇになります。

（け ・ こ）を比べ残った固体が０.２８ｇ（４.６８－４.４）増えるために必要な塩酸の量を計算すればよ浦 ）（

いことになります。１.９０９ （３０× ）とわかります。したがって （け）よりも１.９ 多い３１.９安 安，
４.４

０.２８

の塩酸が４０ のアンモニア水を完全中和する塩酸の量になります。安 安

水量が２倍になったこと以外は（図１）と変わりがないので，発熱量は同じになり上昇温度は半分の２℃（４修 唄

÷２）になります。

水量が半分なので上昇温度は２倍，電池の個数が１.５倍なので上昇温度は２.２５倍（１.５×１.５）となり，欝

１８℃（４×２×２.２５）上昇します。

Ａは水量が なので温度上昇は５倍の２０℃です。Ｂは水量が半分なので２倍，電熱線が半分なので２倍蔚・鰻
５
１

の合計４倍（２×２）の１６℃（４×４）温度上昇します。Ｃは電熱線が半分なので２倍の８℃（４×２）温度

上昇します。Ｄは同じ４℃温度上昇します。Ｅは水量が半分なので２倍の８℃（４×２）温度上昇します。Ｆは

水量が 倍なので 倍，電熱線が半分なので２倍の合計 倍（ ×２）の ℃（４× ）温度上昇します。
２
３

３
２
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３
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３
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（5） ①と②を結ぶとＢ，Ｃ，Ｄには電流が流れなくなります。

（6） 水が蒸発する際に気化熱として奪われたり，ビーカーや空気に伝わって逃げていきます。

芝中学校（理科）平成２１年度 解答と解説


